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第７章  資料 

対応食の調理について～学校給食センターの実例～ 

 

○ 調理現場における配慮 

 

 

 

 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   学校給食センターでは、一般給食の調理

室とは別に、対応食の専用調理室で調理を

行っています。調理員も対応食専任で担当

します。 

※  単独調理場の多くは、施設・設備等の事

情から専用調理室はありませんが、調理器

具を中心に一般給食で用いるものと区別し

て調理を行っています。 

調理過程で間違いのないように調理用献立

表も色分けする等の工夫を行っています。献

立内容は、事前に栄養教諭・学校栄養職員及

び調理員で確認し合い、十分な打合せを行っ

た上で調理に臨みます。 

 

アレルギー調理室 

 

学校給食センターでは、各学校の対応食提

供児童・生徒に配送車を通じて配食すること

から、専用の容器等を準備し、間違いなく

個々の対応食が届くように、名札や個人に応

じたメニューカードを付けて配膳、配食して

います。 

・対応食のある児童に〇を

する。 

・メニュー名にピンクの 

マーカーで印をつける。 

・分量に緑のマーカーで 

印をつける。 

・除去する食品に紫のマー

カーで印をつける。 

・危険食材に水色のマー 

カーで印をつける。 

・注意事項を赤ペンで記入 

Ａ Ｂ Ｃ

けんちん汁 ③ 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 〇 －

　鶏肉　　　　　１０ 　 　

　だいこん ２５ １５ 75

　にんじん　　　１０ 30

　ごぼう　　　　　７ 21

ゆで 　里いも　　　　１５ 20

　長ねぎ　　　　５ 15

　油揚げ　　　　５ 　

　豆腐　　　３０ ２５ 90

　花ｶﾂｵ(ﾀﾞｼ)　1.5

　しょうゆ　　　　４ 12

　酒　　　　　　　１ 3

　ごま油　　　　0.5

　塩　　　　　　　0.5 1.5

　豚肉　　　　　１０ 30

　昆布だし

ショウロンポウ 〇 〇 Ｂ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 Ｂ

　ショウロンポウ2個

里
い
も
ぬ
く

調理用献立表 

の工夫 
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食材準備では、他

のメニューと材料が

混在しないよう、メ

ニューごとに材料を

お盆に分け、複数人

で確認しています。 

食器カゴの個人カード メニューカード 

  

温度管理や味付けに

も気を付けています。 

一人ひとりの食事量にあわせ

て、複数人で確認しながら盛り付

けをします。 

 

  

表 

裏 

アレルギー対応食が確実に扱われ

るために、アレルギー対応食を届け

る日には食器かごにカードを入れた

り、配送バッグにメニューカードを

入れたりしています。 
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○  配送から喫食の例              

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一人ずつ配送バッグに

入れて届けます。配送バ

ッグには、学校、学年・

クラス、氏名が書かれた

名札を付けます。 

学校ごとに学校配送用ケー

スに入れ、学校の所定の位置

に届けられます。 

 

子どもが自分で取りに行

き、先生が最終確認をしてか

ら食べ始めます。食べ終わっ

たことを確認して、メニュー

カードにサインをもらいま

す。 

 今日の給食は何かな？ 

おかわりには要注意。食べ終わるまで見届

けることが大切です。 
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○松本市学校給食アレルギー対応食提供事業実施要綱 

平成１２年４月１日 

教育委員会告示第８号 

改正 平成１４年１１月２９日教育委員会告示第３０号 

平成１６年７月１日教育委員会告示第２４号 

平成２１年７月２９日教育委員会告示第２３号 

平成２９年３月１５日教育委員会告示第４号 

令和４年３月２４日教育委員会告示第８号 

（目的） 

第１条 この要綱は、食物アレルギーがある児童又は生徒に対して等しく学校給食

を提供するために、アレルギー対応食提供事業（以下「事業」という。）を実施

することについて、必要な事項を定めることを目的とする。 

（対象児童又は生徒） 

第２条 事業の対象となる児童又は生徒は、食物アレルギーがある児童又は生徒

で、次の各号のいずれかに該当する者のうちから審査により決定された者とす

る。 

（１） 事業が実施されない場合、学校給食の代わりに、常に自宅から弁当を持

参する必要のある者 

（２） 事業が実施されない場合、学校給食の献立によっては、自宅から弁当を

持参する必要のある者 

（アレルギー対応食の内容等） 

第３条 アレルギー対応食の提供は、学校給食のうち副食について実施するものと

し、主食、飲物（牛乳等）、デザート等については、原則、実施しない。 

２ アレルギー対応食は、学校給食の献立から食物アレルギーの原因となる食材を

除去することを原則とする。 
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（意向調査） 

第４条 事業の実施を希望する保護者（以下「希望保護者」という。）は、松本市

学校給食アレルギー対応食実施意向調査表（様式第１号。以下「調査表」とい

う。）及び学校生活管理指導表（アレルギー疾患用）松本市版（様式第２号。以

下「管理指導表」という。）を教育委員会に提出しなければならない。 

２ 教育委員会は、前項の調査表及び管理指導表を受理したときは、希望保護者に

対し、事業の内容について説明を行うものとする。 

（実施の申込及び決定） 

第５条 前条第２項の説明を受けたうえで、事業の実施を申請しようとする保護者

（以下「申請保護者」という。）は、松本市学校給食アレルギー対応食実施申請

書（様式第３号）を教育委員会に提出しなければならない。 

２ 教育委員会は、前項の申請書を受理したときは、事業の実施の必要性等を審査

するとともに、事業の実施について決定し、その旨を松本市学校給食アレルギー

対応食提供事業実施決定通知書（様式第４号）により申請保護者に通知するもの

とする。 

（献立等） 

第６条 教育委員会は、前条第２項に規定する通知を受けた申請保護者に対し、事

業を実施する月（以下「実施月」という。）の予定献立表を事前に送付するもの

とする。 

２ 前項の予定献立表の送付を受けた申請保護者は、その内容を確認のうえ、実施

月の給食開始日前日までに松本市学校給食アレルギー対応食実施承諾書（様式第

５号。以下「承諾書」という。）を教育委員会に提出しなければならない。 

３ 除去を希望する食品等の変更がある申請保護者は、承諾書にその旨を記載する

ものとする。 
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４ 教育委員会は、実施月の中で食材等の理由からアレルギー対応食の提供が困難

な日がある場合については、申請保護者に対し、弁当の持参日を指定できるもの

とする。 

（事業の中止） 

第７条 事業の中止を希望する保護者は、松本市学校給食アレルギー対応食提供事

業中止願（様式第６号）を教育委員会に提出しなければならない。 

（補則） 

第８条 この要綱に定めるもののほか必要な事項は、教育委員会が別に定める。 

附 則 

この告示は、告示の日から施行する。 

附 則（平成１４年１１月２９日教育委員会告示第３０号） 

この告示は、平成１４年１２月２日から施行する。 

附 則（平成１６年７月１日教育委員会告示第２４号） 

（施行期日） 

１ この告示は、告示の日から施行する。 

（経過措置） 

２ この告示の施行の際現に使用されているこの告示による改正前の松本市学校給

食アレルギー対応食提供事業実施要綱の規定による様式は、当分の間この告示によ

る改正後の松本市学校給食アレルギー対応食提供事業実施要綱の規定による様式と

みなす。 

 

附 則（平成２１年７月２９日教育委員会告示第２３号） 

（施行期日） 

１ この告示は、平成２１年８月１日から施行する。 

（経過措置） 

２ この告示による改正前の松本市学校給食アレルギー対応食提供事業実施要綱の

規定による様式は、当分の間この告示による改正後の松本市学校給食アレルギー対

応食提供事業実施要綱の規定による様式とみなす。 

 

附 則（平成２９年３月１５日教育委員会告示第４号） 
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（施行期日） 

１ この告示は、平成２９年４月１日から施行する。 

 

（経過措置） 

２ この告示による改正前の松本市学校給食アレルギー対応食提供事業実施要綱の

規定による様式は、当分の間この告示による改正後の松本市学校給食アレルギー対

応食提供事業実施要綱の規定による様式とみなす。 

 

附 則（令和４年３月２４日教育委員会告示第８号） 

（施行期日） 

１ この告示は、令和４年３月２４日から施行する。 

 

（経過措置） 

２ この告示による改正前の松本市学校給食アレルギー対応食提供事業実施要綱の

規定による様式は、当分の間この告示による改正後の松本市学校給食アレルギー対

応食提供事業実施要綱の規定による様式とみなす。 
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